
１　ヘッダレコード

No. 項目名 属性 桁数 内容 備考

1 レコード区分 9 1 固定値="1"

2 作成日付（西暦） 9 8 年月日（YYYYMMDD) ファイル作成日の代行センタマシン日付

3 小売企業コード 9 6 送信小売業側の企業コード コンビニ収納代行業者と設定値を確認

4 相手先企業コード 9 6 受信側企業コード（自治体側） コンビニ収納代行業者と設定値を確認

5 余白 X 79 SPACE

100

２　データレコード

No. 項目名 属性 桁数 内容 備考

1 レコード区分 9 1 固定値="2"

2 データ識別 9 2 速報="01"、確報="02"、速報取消="03"

3 収納日付 9 8 年月日（YYYYMMDD) バーコードの読取を行った年月日

4 収納時間 9 4 時分（hhmm） バーコードの読取を行った時分

5 バーコード情報 9 44 【バーコード情報】参照

6 収納店舗コード 9 7 店舗を識別するコード 桁数に余裕がある場合は、"0"を左詰めで設定

7 支払予定日 9 8 速報および速報取消の場合は、全て"0"を設定

8 経理処理日１ 9 8

9 経理処理日２ 9 8

10 余白 X 10 SPACE

100

３　トレイラレコード

No. 項目名 属性 桁数 内容 備考（代行業者と違う可能性あり）

1 レコード区分 9 1 固定値="8"

2 速報件数合計 9 6 速報の件数合計

速報金額合計 9 11 速報の金額合計

3 確報件数合計 9 6 確報の件数合計

確報金額合計 9 11 確報の金額合計

4 取消件数合計 9 6 速報取消の件数合計

取消金額合計 9 11 速報取消の金額合計

5 余白 X 48 SPACE

100

４　エンドレコード

No. 項目名 属性 桁数 内容 備考（代行業者と違う可能性あり）

1 レコード区分 9 1 固定値="9"

2 レコード総件数 9 11 ヘッダレコードからエンドレコードまでの総件数

3 余白 X 88 SPACE

100

計

計

【連携データレイアウト】

  収納データの連携レイアウトは下記のとおり

計

計

全て"0"を設定



【バーコード情報】

【自由使用欄】

設定例
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設定値はコンビニ収納代行業者と取り決めを行う

下記のとおりの仕様で設定する
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メーカーコード

自由使用欄

再発行区分

支払期限

印紙要否
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1 モジュラス１０

1
固定

設定値はコンビニ収納代行業者と取り決めを行う

固定

設定値はコンビニ収納代行業者と取り決めを行う
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収納企業コード 5

3業務コード

内容属性 桁数No. 項目名
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現年度の西暦下２桁

4

年度

連番 9

9

収納企業コード 業務コード 年度 連番

収納データのレイアウト中のバーコード情報(44桁)は、バーコード情報を無編集で設定してください。

バーコード情報は下記のとおりとなります。

コンビニバーコードの自由使用欄については、下記のとおりの設定とする。
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